
マタニティ歯科

妊娠中なのに歯が痛い！妊娠中でも治療ってしてもらえるの？
妊娠中の歯周病が赤ちゃんに悪影響ってほんと？
子どもの虫歯を防ぐにはどうすればいいの？

にしかわ.歯科医院では、
お母さんに安心して歯科治療を受けていただけるように、
マタニティ歯科を開設しています。
妊娠中の今だからこそ、お口の問題を解決し、
定期的なクリーニングで健康な口腔内を保ちましょう！！

その他不安なこと・ご質問等ございましたらお気軽にご相談ください

こんな心配があったら

・歯の治療をしてほしい
・赤ちゃんへの歯科治療の影響は？
・産まれてくる赤ちゃんのお口の健康を保ちたい！
・出産後も通える親子のかかりつけ医があったらな

親子の歯医者さん☆マイナス１歳からの口腔管理

＊妊娠中は、ホルモンバランスの変化や歯磨きのしにくさから
歯周病になりやすくなります。歯周病は陣痛を起こす成分の分泌を
促進するため、早産・低体重児出産の可能性を増加させます。

＊虫歯菌はお母さんから子どもへと感染します。お母さんの虫歯菌を
減らすことは、お子さんの虫歯予防へと繋がります。


